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納品時にすべてのＩＯ端末に配線接続済み

工場内が即 「見える化」
個別生産情報の共有化

ＰＣ起動

豊中計装株式会社

すべて接続済みで
すぐに使えます！

のご紹介

↑「見える化」の情報共有で生産効率アップ
↓全員でムダを見つけてコストダウン
↑相互の「見える化」での技術、知識の向上
↓問題を見つけて故障低減､不良率削減

「現状を把握」 → 「生産性向上」

●付加価値の大幅アップ●

納品直後から直ぐに使えるサブスクのシステムで稼働率アップ！

すぐに

運転状態管理、機械故障低減のできる「現状を把握」



シンプルな一式の「見える化」管理システム

●1.5%アップで利益アップは毎月9万円（22万円-13万円）
●稼働効率、時間が 3％アップした場合は 同の一支払いで
44万円のコストダウン （16x5000ｘ184ｘ3％＝44万円）
毎月の利益は44万円-13万円=31万円アップ

配線接続、設定、動作確認まで一式です。

例えば
●工作機械等 16台稼働
●時間チャージ 5000円/台

月稼働23日ｘ8時間＝184時間
●1.5％の稼働率アップの時
16台ｘ5000円ｘ184時間ｘ1.5％

≒22万円のコストダウン
●サブスクの全一式の月額支払い金額＝13万円



コンセントを差し込みＰＣ起動ですぐにシステムが運用できます。

納品時に全ての機器が接続済み！ 更に停止要因に

なる材料切れやポンプ、冷却

装置等の故障監視を同時にする

ことで年間の全体稼働率アップ

の管理も可能になります。

あとは100ｍのケーブルを伸ばして機械の運転信号等を接続するとすべて完了で、稼働管理や故障監視ができます。

異常時警告

納入システムの５つ＋１の特徴

①ハードソフト配線接続込み一式納入 ②メーカー､機種不問ですべて管理 ④補器の異常､故障も一元監視

③手動機械(作業)も一元管理 ⑤センシングも考慮した一式の管理

このシステムの配線はユニバーサルラインという
非常にノイズに強く、３０年の実績のある省配線
の方式で、工事が非常に簡単で便利な仕組みです

稼働率低下要 因監視

納品システムの仕組みはとても簡単です。

＋１ ユニバーサルライン

大型モニタ
増設可能

（ノイズに強いので機械の電源線と同一経路での配線が可能です）



何故？ 配線接続完了まで可能？

その理由は
●自由に分岐、延長、増設が誰でもできる簡単な配線方式のためです。
●ノイズに非常に強く敷設する配線ルート、配線方法に制限はありません。
●納品時は全ての機器を余裕のある長さの配線で接続を完了しています。
納品内容は
●パソコン、伝送機器込みで、必要なインストールを完了しての納品です。
●更に機器名称や監視設定等のお客様の設定も事前に完了しています。
●後は配線を伸ばして管理、監視する機器の接点信号を繋ぐだけです。
●必要に応じてセンサー込みで設定迄完了した一式の納品も可能です。

一般的にはまず不可能です。タフなユニバーサルラインのシステムのみ可能な方法です。



即納の標準セットを各種用意しています。

稼働管理数 月支払い額 ※コストダウン利益アップ
8台管理ｾｯﾄ 88,000円 11万円 2万円
16台管理ｾｯﾄ 131,000円 22万円 8万円
24台管理ｾｯﾄ 173,000円 33万円 15万円
40台管理ｾｯﾄ 211,000円 55万円 34万円
80台管理ｾｯﾄ 301,000円 110万円 80万円
120台管理ｾｯﾄ 388,000円 165万円 126万円
160台管理ｾｯﾄ 471,000円 220万円 173万円
200台管理ｾｯﾄ 555,000円 276万円 220万円

①+②+③の一式の納品です
工場の稼働の「見える化」で毎月大きく貢献します。

予知メンテ、省エネ管理、温度管理等のオプション追加も可能です。

最大4096台まで同一システムで増設管理が可能です

※コストダウンの試算 機械加工チャージ5000円/時間､月稼働184時間ｘ台数の稼働率が1.5％UPした場合。利益アップ＝ ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ - 月払。


